中国の大学ビジネス日本語教育における初・中上級教育の内容の再検討について－『標準商務基礎日語』（第１冊～第４冊）を資料として－ by 胡   小春
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練習設定の不均衡、(6)第 3 冊以外の 3 冊におけるコミュニケーション機能の項目の不足、
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富な文化知識・充実した副教材・話題展開のしやすい文章」という内容を盛り込むべきで
あることが判明した。 




ては、問題点が多かれ少なかれ存在していることが窺えた。冊別に見れば、第 1 冊と第 3
冊より、第 2 冊と第 4 冊のほうに改善すべき点が多いという結果が、技能別に見れば、受
容的な活動である「読む」・「聞く」の自己評価が産出活動である「話す」・「書く」ほど高
くないという結果が、それぞれ出た。その要因には、技能別の調査項目数の偏りと教材内
容の難易度・学習者の情意の 2 つがかかわっていることが明らかとなった。 






























教材を改善したうえで、教材の学習項目に基づき、4 技能統合のビジネス日本語 CDS の開
発を試みることを挙げた。加えて、コミュニカティブ・アプローチや内容重視の教授法を
含めたビジネス日本語教育指導法についての研究により、『標準商務』における課ごとの
教案がついた『教師用指導書』か『教師用ハンドブック』かを作成すること、さらに、『文
法・文型練習帳』と『インターン資料集』のような学習者用副教材を作成することも、今
後の課題として述べた。 
 
 
